
一方
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
の
成
果
で
生

み
出
さ
れ
た
派
生
技
術
が
、
ま
っ
た
く
予

期
せ
ぬ
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
生
み
出

し
、
製
品
Ａ
と
い
つ
新
た
な
社
会
経
済

的
価
値
を
生
み
出
す
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
る
。

ま
た
図
１
の
中
央
下
部
に
記
し
た
よ

う
に
、
研
究
領
域
Ａ
と
研
究
領
域
Ｂ
の

融
合
に
よ
っ
て
、
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
創
成
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま
た
、そ
の
融
合
に
よ
つ

て
生
み
出
さ
れ
た
派
生
技
術
が
、
予
期

せ
ぬ
社
会
経
済
的
価
値
の
創
造
に
結
び

つ
く
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
科
学

技
術
的
シ
ー
ズ
の
市
場
）一―
ズ
に
基
づ
く

見
直
し
や
、
市
場
ニ
ー
ズ
か
ら
の
大
学
等

の
基
礎
研
究
領
域
へ
の
立
ち
返
り
の
機

能
が
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み

出
す
ケ
ー
ス
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

す
な
わ
ち
、
図
１
に
示
す
″知
の
創
造

と
社
会
経
済
的
価
値
の
創
造
を
結
ぶ
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
・
不ヽ
ッ

ト
ワ
ー
ク
〃
は
、
非
線
形
的
か
つ
確
率
論

的
な
プ
ロ
セ
ス
な
の
で
あ
る
。
大
学
等
の

担
う

「教
育

ｏ
基
礎
研
究
機
能
」
と
、
研

究
開
発
型
独
立
行
政
法
人
や
産
業
が
主

に
担
う

「研
究
開
発

。
人
材
育
成
機
能
」、

さ
ら
に
は
産
業
が
担
う

「イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出

。
人
材
育
成
機
能
」
を
有
機
的

に
結
び
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
創
成
価
値

と
教
育

。
人
材
育
成
も
含
め
た
フ
ロ
ー

お
よ
び
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
日
常
的
に

保
つ
こ
と
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ

シ
ス
テ
ム
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
日
常

的
な
双
方
向
の
「研
究

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
教
育
の
一
体
的
な
結
び
つ
き
」
が
、

い
ま
だ
に
世
界
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い

こ
と
が
〃沈
み
行
く
日
本
〃
の
大
き
な
原

因
の
１
つ
で
も
あ
る
。

２
０
１
１
年
８
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
第
４
期
科
学
技
術
基
本
計
画
が
、
科

学
技
術
振
興
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
振
興
と

を

一
体
的
に
進
め
る
方
針
を
打
ち
出
し

た
こ
と
は
誠
に
重
要
で
あ
る
が
、
初
等

・

中
等

上
局
等
教
育
と
の
連
動
を
明
確
に

打
ち
出
し
て
は
い
な
い
点
が
問
題
で
あ
る
。

腑藁
け瞥
者ン

２．
世
紀
、
日
本
は
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
挑
戦
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
た
め
に
必
須

と
な
る
人
材
像
を
図
２
に
示
す
。
日
本

の
強
み
を
活
か
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

構
造
は
、
千
不
ル
ギ
ー
・
環
境
シ
る
ア

ム
、
交
通
シ
る
ア
ム
や
情
報
通
信
シ
る
ア

ム
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
必
要
と
す
る

科
学
技
術
の
ス
ペ
ク
ト
ル
幅
の
広
が
り
と
、

要
求
さ
れ
る
高
性
能

上
局
信
頼
性
、
高

い
安
全

・
安
心
性
な
ど
の
両
面
に
お
い
て
、

ま
す
ま
す
巨
大
複
雑
化
に
向
か
っ
て
い
る

こ
と
を
図
２
の
左
の
三
角
形
が
表
す
。
ま

さ
に
、
ま
す
ま
す
高
度
化
、
細
分
化
す

る
科
学
技
術
の
個
別
の
知
の
創
造
能
力

と
、
そ
れ
ら
を
統
合
し
て
社
会
経
済
的

価
値
を
創
造
す
る
能
力
な
ど
、
多
様
な

人
材
を
育
成
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
図
２
の
右
に
、
育
成
が
求

め
ら
れ
る
多
様
な
人
材
像
を
示
す
。

第
１
は
、
先
端
差
異
化
技
術

¨
口
職
の〒

①●
［中”一Ｒ

日
の多
●
ｏ
一配
く
（持
っ
て
い
る
と

必
ず
競
争
に
勝
て
る
技
術
）
の
創
造
を

担
う
岬
Ｄ
型
人
材
。
第
２
は
、
先
端
計

測
技
術
や
先
端
計
算
技
術
な
ど
の
可
能

化
技
術

¨
”
●
３
【Ｒ
が
３
ｂ
ｏ
ざ
”
く
（持
っ

て
い
な
い
と
競
争
に
必
ず
負
け
る
技
術
）

の
創
造
を
担
う
や
Ｅ
型
人
材
。
第
３
は
、

こ
れ
ら
の
先
端
技
術
革
新
を
活
用
し
て
、

ハ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
具

現
化
す
る
、
い
わ
ゆ
る
″高
付
加
価
値
も

の
づ
く
り
人
材
〃
で
あ
る
。
こ
の
人
材
を
、

◆図2:フロントランナー型イノベーション創出に必須の人材像

育成すべき
イノベーション人材像

要求される科学技術のスペクトルの

幅の広がり (人文、社会まで)

科学技術駆動型
イノベーシヨン構造

TII纂臨
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